
子育てと花育て 

 

保育園では、たくさんの花や野菜を育てています。 

「フローラル小松」の取り組みで、たくさん花の苗もいただきましたので、園の前のプ

ランターや花壇に、マリーゴルドやインパチェンス、サルビア、ゼラニウムなどが花盛り

です。美しい花を楽しむために、水やりが欠かせない季節ともなってきましたが、皆様の

お家もきっとそうだろうと思います。 

水やりは簡単ですが、しかし、なかなかコツがいるものだと思います。この季節、ちょ

っと水やりを忘れると、すぐに枯れてしまいます。かといって、いつもいつもたっぷりあ

げ過ぎていても花は枯れたり腐ったりしてしまいます。水やりのコツは、植物が必要とし

ている時に、たっぷりとプランターの下から流れ出るくらいにやることだそうです。そし

て時々は、様子をよく見て、水をやらない日を作ります。土の表面がすっかり乾く日を作

るとよいのだそうです。土の中の水分が少なくなると、根っこは危機感を覚え、どんどん

伸び広がっていき、結果として、しっかりと根を張ります。根がしっかり張れば、植物は

とても強くなり、ちょっとの日照りや風にも耐えることができます。 

また、肥料はどうでしょうか？どんなによい肥料でも、あげ過ぎては何にもならず、結

局、植物を枯らしてしまうことになります。まさに「過ぎたるは、なお及ばざるが如し」

です。 

こうして考えてくると、植物を育てることは、子育てととてもよく似ていると思います。

与えすぎて子どもを枯らしてしまう、というのは物であったり、お金であったり、おやつ

であったり、しつこい干渉であったりするのかも知れません。 

あげないと枯れてしまう命の水は、愛情やだっこや、やさしい言葉がけだったりするか

も知れません。 

では、時々、不足気味にして、土の表面を乾かす、というのはどんなことを言うのでし

ょう？ それは「買ってほしい～」と駄々をこねた時に、「お誕生日まで待とうね」とか、「サ

ンタさんにお願いしようね」と、サラリと声をかけ、今すぐ要求に応えるのではなく、楽

しみに待たせる工夫をする、ということかもしれないと思います。また、「このおかずはい

やだ！」「ハンバーグ作ってよ。」とか、「おやつはプリンじゃなきゃいやだ」などと言った

時に、「今日はこれがいいとお母さんが決めたの。また今度のお楽しみ。」と、返せること

であったりするのではないでしょうか。食事の中身は親が決めるべきことです。がっしり

と張った根っこを持つ強い子を育てるために、あふれ出るほどの愛情 ～子どもたちが自分

は愛されている、大事な子なんだと思える～ を注ぎ、言葉をたくさんかけ、時には不足も

味わわせ、我慢や待たせることもする、こんなことを繰り

返しながら、大地にしっかり根を張った子どもを育ててい

ければ、と思うのです。 

 


